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乱数は，モンテカルロ法・シミュレーション，暗号用乱数，通信用符号化などに応用され，物理乱数，擬似乱数，準乱数，カオ

ス乱数など，様々なアプローチで多くの生成法が提案されています．確率統計的性質を数学的に議論する理論研究や実際に乱数を

生成するハードウェア実現に関する研究など，乱数に関する分野は，数学（確率論，統計学など），情報理論，符号理論，非線形理論，

エルゴード理論，計算機科学，オペレーションズリサーチ，暗号・セキュリティ，集積回路など，多岐にわたっています．

本特集は，統計数理研究所の田村義保教授をゲストエディタとして迎え，乱数（系列）に関する論文を広く対象として，異なる

分野からのアプローチによる最新の研究成果を集めて紹介することを目的としてNOLTA, IEICEで企画されたものです．

厳正なる査読の結果，本特集には2編の招待論文と3編の一般論文が掲載されることになりました．1番目の招待論文は杉田

洋教授（大阪大学）による“Random Weyl sampling―A secure Monte Carlo integration method”で，モンテカルロ法の数

学的定式化に基づき，モンテカルロ積分に有効な擬似乱数生成器について分かりやすく解説されています．2番目の招待論文は梅

野健教授（京都大学）による“Ergodic transformations on R preserving Cauchy laws”で，カオス生成に関連し，コーシー

分布性を保存するエルゴード変換について議論されています．また，3編の一般論文では，カオス的時系列のエントロピー検定，

ベクターストリーム暗号，β変換器を利用した乱数生成について，それぞれ興味深い研究成果が報告されています．掲載論文は，

http://www.nolta.ieice.org/から，どなたでも無料で入手できますので，是非御一読下さい．

最後に，本特集の企画並びに編集作業にあたり多大な御支援・御協力を賜りましたGuest Editorial Board及びNOLTA, 

IEICE編集委員会各位，並びに御投稿頂きました全著者と査読者の皆様に厚く御礼申し上げます．
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